
千葉県高齢者保健福祉計画（令和６年度～８年度）事業進捗管理表【目標達成状況】 【様式３－４】

掲載箇所 取組 担当課 （班） 事業内容 指標
現状値

（R5年度末）

R6年度

目標値

R7年度

目標値

R8年度

目標値

R7年度

目標値

令和7年度

当初予算額

（千円）

令和7年度

事業の実施予定

令和7年度

決算額（千円）

R7年度

の状況

（現状値）

R7年度の

実施結果

R7年度

達成状況に関す

る評価

令和7年度

※C～E評価の

場合、目標達成

に至らなかった

理由

1 Ⅱ-3-①
認知症サポーターの養成・活

躍
高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症に対する正しい理解を深め、認知症の人やその家族を温かく

見守る応援者となる認知症サポーターを市町村と連携して養成しま

す。

また、養成したサポーターが地域で具体的な取り組みが行えるよう

に支援をします。

認知症サポーター養成講座受講

者数（累計）※養成講座は県及

び市町村で実施したもので、

キャラバン・メイト連絡協議会

が集計公表した数

648,413人 673,000人 713,000人 753,000人 713,000人 511

千葉県職員・千葉県

生涯大学校の生徒を

対象に認知症サポー

ター養成講座を実

施。

また、各市町村にお

いても講座を実施して

いく。

335 729,873人

千葉県職員・千葉県

生涯大学校の生徒を

対象に認知症サポー

ター養成講座を実

施。

また、各市町村にお

いても講座を実施し

た。

A

2 Ⅱ-3-①
認知症の職域サポーターの養

成
高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症の人と関わる機会が多いことが想定される職域をはじめ、小

売業や金融機関等において認知症の人を手助けする認知症サポー

ターの養成講座の開催や地域で見守る体制づくりを促進しま

す。職域向けの認知症サポーター養成講座を開催する市町村

に、オレンジリングを配付します。

企業の認知症サポーター養成講

座受講者数（累計）

※キャラバン・メイト連絡協議

会が集計公表した数

102,217人 108,200人 113,200人 118,200人 113,200人 511

企業や団体に向け認

知症サポーター養成

講座の啓発チラシを

発出

335 109,628人

企業向け講座受講者

に、オレンジリング

を配付

B

3 Ⅱ-3-① チームオレンジの実施促進 高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症サポーター等が支援チームを作り、認知症の人等の支援ニー

ズに合った具体的な支援につなげる仕組みを構築するため、先進的

事例の紹介やチームオレンジ整備に向けた各研修等を行い、実施促

進に向け、市町村を支援します。

①市町村数

②チーム数

①22市町村

②94チーム

①32市町村

②100チーム

①43市町村

②120チーム

①54市町村

②140チーム

①43市町村

②120チーム
576

市町村の先進事例の

報告会１回、ステッ

プアップ指導者養成

研修１回、チーム・

オレンジコーディネー

ター研修１回開催予

定。

208
①31市町村

②120チーム

市町村の先進事例の

報告会１回、ステッ

プアップ指導者養成研

修１回、チーム・オレ

ンジコーディネーター

研修１回開催。

C

市町村に対する

立上げ支援に関

する情報提供等

の不足

小学校での講座開催市町村数 42市町村 46市町村 50市町村 54市町村 50市町村 40市町村

中学校での講座開催市町村数 27市町村 37市町村 45市町村 54市町村 45市町村 20市町村

5 Ⅱ-3-① キャラバン・メイトの養成 高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症サポーターを養成する講師役であり、認知症の人やその家

族を地域で支えるリーダーとしての役割も期待されている

キャラバン・メイトを養成します。

キャラバン・メイト登録者数

（累計）

※キャラバン・メイト連絡協議

会が集計公表した数

5,005人 5,200人 5,380人 5,560人 5,380人 511

キャラバン・メイト

養成研修を7月・9

月・12月の３回実施

335 5,377人

キャラバン・メイト

養成研修を8月・10

月・12月の３回実施

B

6 Ⅱ-3-①
認知症メモリーウオーク等の

支援
高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症の人やその家族が安心して暮らし続けられるよう、県民や保

健・医療・福祉の従事者等と連携して行う認知症メモリーウオーク

（街頭パレード、普及啓発物資の配布など）が県内に広がるよう開

催を支援し、認知症の正しい理解の普及啓発を図ります。

参加者数 220人 370人 470人 570人 470人 360 県内4カ所で実施 231 300人

印西市、富津市、習

志野市、木更津市で

実施

C
市町村に対する

周知不足

7 Ⅱ-3-① 日常生活自立支援事業の推進 健康福祉指導課 自立支援班

判断能力が一定程度あるものの十分でない高齢者などが、地域で自

立した生活を送れるよう、市町村社会福祉協議会が行う福祉サービ

スの利用援助や日常の金銭管理等の支援を行う日常生活自立支援事

業を推進します。

日常生活自立支援事業利用者数 1,805 1,752人 1,832人 1,912人 1,832人 227,414

市町村及び県社会福

祉協議会が実施する

日常生活自立支援事

業に係る経費に対し

補助を行う。

227,414 1,939人

県社会福祉協議会が

実施する日常生活自立

支援事業に係る経費

に対し補助を行っ

た。

A

8 Ⅱ-3-① 成年後見制度の推進 健康福祉指導課 自立支援班

市町村における体制整備をはじめとした取組が進むよう、市町村職

員などを対象とした地域連携ネットワーク及び中核機関の設置を促

進するための研修会や成年後見制度利用促進のための会議を開催し

ます。

また、これらの研修会や会議を通して体制整備の検討を始めた市町

村に対し、必要な助言等を行うため、アドバイザーを派遣します。

成年後見制度利用促進基本計画

を策定した市町村数
26 32市町村 43市町村 54市町村 43市町村 10,661

成年後見制度の利用

促進を図るため、こ

れまで実施してきた研

修会や講習会を引き

続き開催するととも

に、制度利用や体制

整備の促進等を目的

とした関係機関によ

る会議の開催や、市

町村等における体制

整備を図るためのア

ドバイザーの派遣を

行う。

10,687 39市町

成年後見制度の利用

促進を図るため、こ

れまで実施してきた研

修会や講習会を引き

続き開催するととも

に、制度利用や体制

整備の促進等を目的

とした関係機関によ

る会議の開催や、市

町村等における体制

整備を図るためのア

ドバイザーの派遣を

行った。

B

4 高齢者福祉課
認知症こどもサポーターの養

成
認知症対策推進班

認知症に対する子どもたちの理解を深め、認知症の人やその家族に

温かい目を注げるよう、小学生や中学生を対象とした認知症サポー

ター養成講座の開催を促進するとともに、講師のスキルアップ研修

を実施します。

Ⅱ-3-①

周知・啓発用リーフ

レットを送付。

講師役に対する研修

を３回実施予定。

1,250 687

周知・啓発用リーフ

レットを小学校756

校、中学校387校に送

付。

講師役に対する研修を

３回実施。

B
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9 Ⅱ-3-① 成年後見制度の推進 健康福祉指導課 自立支援班

市町村における体制整備をはじめとした取組が進むよう、市町村職

員などを対象とした地域連携ネットワーク及び中核機関の設置を促

進するための研修会や成年後見制度利用促進のための会議を開催し

ます。

また、これらの研修会や会議を通して体制整備の検討を始めた市町

村に対し、必要な助言等を行うため、アドバイザーを派遣します。

中核機関整備市町村数 20 54市町村 54市町村 54市町村 54市町村 10,661

成年後見制度の利用

促進を図るため、こ

れまで実施してきた研

修会や講習会を引き

続き開催するととも

に、制度利用や体制

整備の促進等を目的

とした関係機関によ

る会議の開催や、市

町村等における体制

整備を図るためのア

ドバイザーの派遣を

行う。

10,687 30市町

成年後見制度の利用

促進を図るため、こ

れまで実施してきた研

修会や講習会を引き

続き開催するととも

に、制度利用や体制

整備の促進等を目的

とした関係機関によ

る会議の開催や、市

町村等における体制

整備を図るためのア

ドバイザーの派遣を

行った。

D

中核機関は、市

町村が地域の状

況に応じて任意

に設置するもの

であること、設

置に当たっては

職員や予算の確

保が必要となる

場合があること

などの要因が考

えられる。

10 Ⅱ-3-① 認知症カフェの普及 高齢者福祉課 認知症対策推進班

市町村に対し、カフェの運営事例やボランティアの活動事例等を紹

介し、認知症の人やその家族にとって、地域や住民とつながりや出

会いの場となり、また、地域の人や専門家と気軽に集える場とな

る、認知症カフェの普及を推進します。

市町村数 49市町村 51市町村 52市町村 54市町村 52市町村 0 認知症カフェの普及 0 49市町村 認知症カフェの普及 B

11 Ⅱ-3-①
世界アルツハイマーデー及び

月間における普及啓発活動
高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症への関心を一層高めるとともに、正しい理解を深めてもらう

きっかけをつくるため、街頭啓発運動やオレンジライトアップを実

施します。

市町村に対し、事例紹介や普及啓発物資を提供し、県内各地で普及

啓発活動が行われるよう支援します。

市町村数 44市町村 37市町村 40市町村 43市町村 40市町村 150

街頭啓発運動やオレ

ンジライトアップを

実施する。市町村に

対し、普及啓発活動

が行われるよう支援

149 48市町村

千葉駅や津田沼駅で

街頭啓発運動を実

施。千葉市ポートタ

ワーや千葉県庁本庁

舎でオレンジライト

ライトアップを実施。

A

12 Ⅱ-3-①
認知症ヘルプカードの利用推

進
高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症の人が日常生活で困った際に、周囲の理解や支援を求めるた

めのヘルプカードについて、活用事例等を市町村や認知症地域支援

推進員、関係団体に周知し、利用を促進します。

市町村数 10市町村 24市町村 32市町村 40市町村 32市町村 0

ヘルプカードについ

て、活用事例等を市

町村や認知症地域支

援推進員、関係団体

に周知し、利用を促

進する。

0 － －

13 Ⅱ-3-③ 認知症疾患医療センター 高齢者福祉課 認知症対策推進班

専門医療相談や、鑑別診断とそれに基づく初期対応、身体合併症、

行動・心理症状への急性期対応、かかりつけ医への研修等を行うほ

か、地域の関係機関で構成する協議会を設置し、地域包括支援セン

ター等との地域連携を推進します。また、診断直後の本人や家族に

対する医療的な相談支援など日常生活支援体制を強化します。

鑑別診断件数 3,640件 3,650件 3,800件 3,950件 3,800件 58,410
5センター指定更新予

定
61,221 4,333件 5センター指定更新 A

14 Ⅱ-3-③ 認知症サポート医の養成 高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症患者の診療に習熟し、かかりつけ医への助言・支援を行うと

ともに、専門医療機関や市町村及び地域包括支援センターとの連携

の推進役となる認知症サポート医を、千葉県医師会と連携しながら

養成し、各地域において、認知症の早期発見・早期治療等の医療体

制の充実を図ります。

また、認知症サポート医による、一般県民向けの認知症理解のため

の講演会を開催します。

養成人数（累計） 635人 660人 690人 720人 690人 2,713

国立長寿医療セン

ターが実施する養成

研修の受講費用を負

担する。

1,640 707人

長寿センターが年5回

の研修を開催

千葉県30人、千葉市3

人受講（内33人分の

受講費を負担）

A

15 Ⅱ-3-③ 認知症初期集中支援チーム 高齢者福祉課 認知症対策推進班

複数の専門職が認知症と思われる人や認知症の人及びその家族を訪

問し、観察・評価を行った上で、家族支援等の初期支援を行う初期

集中支援チームの拡充を図るため、チーム員を養成するほか、先進

的事例の紹介等を行い効果的な活動に向けた支援をするとともに、

チームの質の評価や向上のためのフォローアップ研修を実施しま

す。

フォローアップ研修会

修了者数（累計）
415人 550人 650人 750人 650人 2,387

認知症初期集中支援

チームの拡充を図る

ため、チーム員を養

成するほか、先進的

事例の紹介等を行い

効果的な活動に向け

た支援をするととも

に、チームの質の評

価や向上のための

フォローアップ研修

を実施する。

1,560 601人

認知症初期集中支援

チームの拡充を図るた

め、チーム員を養成す

るほか、先進的事例

の紹介等を行い効果

的な活動に向けた支

援をするとともに、

チームの質の評価や向

上のためのフォロー

アップ研修を実施し、

95人が参加した。

B

16 Ⅱ-3-③
認知症専門職における多職種

協働支援体制の構築
高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症の人やその家族の支援に携わる医療・介護・福祉等の専門職

同士が、お互いの役割や活動内容等を理解することで、多職種が連

携を取り協働しやすい環境づくりを進めるための研修を実施しま

す。

研修会参加者数 104人 160人 160人 160人 160人 921 研修会を2回実施 906 139人
研修2回開催

計139人受講
B

17 Ⅱ-3-③
「千葉県オレンジ連携シー

ト」の普及
高齢者福祉課 認知症対策推進班

医療・介護・福祉等の多職種間の情報共有ツールとして、全県共通

様式である「オレンジ連携シート」の普及に努め、多職種協働を進

めます。

使用枚数

299枚

（令和４年度

末）

550枚 - 650枚 - 0

「オレンジ連携シー

ト」の普及に努め

る。

0 － 県HPによる周知

18 Ⅱ-3-③

認知症地域支援推進員及び千

葉県認知症コーディネーター

の活動の充実促進

高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症施策の推進役や専門職の支援者であり、関係者との

ネットワークの構築や調整、地域資源情報の提供などを行う

「認知症地域支援推進員」及び「認知症コーディネーター」

の活動の充実に向けて、研修を実施します。

研修会修了者数（累計） 164人 260人 350人 440人 350人 2,448

認知症地域支援推進

員及び認知症コーディ

ネーターを対象に、

「千葉県認知症地域

支援推進員研修」を

実施

2,295 306人

認知症地域支援推進

員及び認知症コーディ

ネーターを対象に、

「千葉県認知症地域

支援推進員研修」を

実施

B
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現状値

（R5年度末）

R6年度

目標値

R7年度

目標値

R8年度

目標値

R7年度

目標値

令和7年度

当初予算額

（千円）

令和7年度

事業の実施予定

令和7年度

決算額（千円）

R7年度

の状況

（現状値）

R7年度の

実施結果

R7年度

達成状況に関す

る評価

令和7年度

※C～E評価の

場合、目標達成

に至らなかった

理由

19 Ⅱ-3-④
病院勤務の医療従事者の認知

症対応力向上の推進
高齢者福祉課 認知症対策推進班

病院勤務の医療従事者に対し、認知症の人及びその家族を支えるた

めに必要な基本知識、医療と介護の連携等について修得するための

研修を実施し、病院での認知症の人の対応について適切な実施の確

保に努めます。

研修会修了者数（累計） 4,810人 5,380人 5,780人 6,181人 5,780人 541 研修会を2回実施 360 5,316人

千葉県2回、千葉市2

回の研修を開催、計

199人受講

B

20 Ⅱ-3-④
病院勤務以外の看護師等の認

知症対応力向上の推進
高齢者福祉課 認知症対策推進班

病院勤務以外の看護師等に対し、認知症の人及びその家族を支える

ために必要な基本知識、医療と介護の連携等について修得するため

の研修を実施します。

研修会修了者数（累計） 577人 620人 870人 1,120人 870人 549 研修会を1回実施 321 1,322人

千葉県1回、千葉市1

回の研修を開催、計

468人受講

A

21 Ⅱ-3-④
かかりつけ医認知症対応力向

上の推進
高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症サポート医との連携のもと、高齢者が日頃受診しているかか

りつけ医に対し、認知症診断の知識・技術や、認知症の人及びその

家族を支える知識と方法を習得するための研修を実施します。

研修会修了者数（累計） 1,515人 1,630人 1,730人 1,830人 1,730人 863 研修会を４回実施 1,012 1,642人

千葉県3回、千葉市2

回の研修を開催、計

54人受講

B

22 Ⅱ-3-④
歯科医師認知症対応力向上の

推進
高齢者福祉課 認知症対策推進班

歯科医師に対し、認知症の基本知識、医療と介護の連携の重要性等

を習得するための研修を実施し、認知症の疑いがある人に早期に気

付き、かかりつけ医等と連携して対応するとともに、その後も認知

症の人の状況に応じた口腔機能の管理が適切に行えるよう、認知症

の人及びその家族への支援体制の構築を図ります。

研修会修了者数（累計） 1,255人 1,350人 1,450人 1,550人 1,450人 620 研修会を3回実施 583 1,380人

千葉県2回、千葉市1

回の研修を開催、計

58人受講

B

23 Ⅱ-3-④
薬剤師認知症対応力向上の推

進
高齢者福祉課 認知症対策推進班

薬剤師に対し、認知症の基本知識、医療と介護の連携の重要性等を

習得するための研修を実施し、認知症の疑いのある人に早期に気づ

き、かかりつけ医等と連携して対応するとともに、その後も認知症

の人の状況に応じた薬学的管理が適切に行えるよう、認知症の人及

びその家族への支援体制の構築を図ります。

研修会修了者数（累計） 1,860人 2,050人 2,250人 2,450人 2,250人 804 研修会を3回実施 773 2,127人

千葉県2回、千葉市1

回の研修を開催、計

124人受講

B

24 Ⅱ-3-④
看護職員認知症対応力向上の

推進
高齢者福祉課 認知症対策推進班

看護職員に対し、医療機関等に入院から退院までのプロセスに沿っ

た必要な基本知識や、個々の認知症の特徴等に対する実践的な対応

力を習得するための研修を実施することで、同じ医療機関等の看護

職員に対し伝達し、医療機関内等での認知症ケアの適切な実施とマ

ネジメント体制の構築を図ります。

研修会修了者数（累計） 562人 755人 915人 1,075人 915人 1,870 研修会を2回実施 1,870 719人
研修1回開催、98人受

講
C

研修開催に係る

周知不足

25 Ⅱ-3-④ 認知症介護実践研修の実施 健康福祉指導課 福祉人材確保対策室

高齢者介護実務者及びその指導的立場にある者に対し、認知症介護

技術の向上のため実践的研修を行うことにより、認知症介護の専門

職員を養成するとともに、研修に携わる指導者の資質向上を図るこ

とで認知症高齢者の介護サービスの充実に努めます。

研修の修了者数 368人 400人 400人 400人 400人 5,413

高齢者介護実務者及

びその指導的立場に

ある者に対し、実践

者研修と実践リーダー

研修及び管理者研修

を引き続き実施す

る。

5,386 372人

千葉県高齢者福祉施

設協会に委託し、研

修事業を行った

B

26 Ⅱ-3-⑤
ちば認知症相談コールセン

ター
高齢者福祉課 認知症対策推進班

認知症の人やその家族への相談体制の強化を図るため、認知

症介護の専門家や経験者等が対応する「ちば認知症相談コー

ルセンター」を設置し、電話相談に加え面接相談に応じま

す。

電話相談・面談相談件数 1,387件 1,230件 1,270件 1,310件 1,270件 5,197

「ちば認知症相談

コールセンター」を

設置し、電話相談に

加え面接相談に応じ

る。

6,929 1,661件

「ちば認知症相談

コールセンター」を

設置し、電話相談に

1,650件に加え面接相

談に11件応じた。

A

27
Ⅱ-3-⑤

Ⅱ-3-⑥

家族交流会や若年・本人のつ

どい等の拡充
高齢者福祉課 認知症対策推進班

介護者の精神面での支援や認知症介護技術の向上等を図るため、地

域の実情に応じて、認知症の人が集まる場や認知症カフェなどの認

知症の人やその家族が集う取組について市町村への普及を促進しま

す。

①本人・家族交流会の参加者数

②若年性認知症カフェの参加者数

①218人

②93人

①300人

②150人

①320人

②160人

①340人

②170人

①320人

②160人

①1,000

②7,338

認知症の人が集まる

場や認知症カフェな

どの認知症の人やそ

の家族が集う取組に

ついて市町村への普

及を促進する。

①1,000

②7,357

①237人

②231人

①地域包括支援セン

ター単位で9回、全県

対象で3回実施

②県内6か所で12回開

催（松戸市、柏市、

市原市、船橋市、流

山市、東金市）述べ

231人が参加

A

①C

交流会開催の周

知不足

②A

28 Ⅱ-3-⑥
若年性認知症対策の総合的な

推進
高齢者福祉課 認知症対策推進班

発症初期から終末期（高齢期）まで本人の状態に応じた適切な支援

が行われるよう、自立支援のためのネットワーク会議や、関係者の

研修会を開催します。

若年性認知症に関する実態調査の結果を踏まえた施策の充実を図り

ます。

研修会参加者数 267人 160人 160人 160人 160人 1201 研修会を2回実施 868 209人

・産業医や労務管理

者を対象とした研修1

回、130人受講

・介護従事者や市町

村を対象とした研修1

回、79人受講

A

29 Ⅱ-3-⑥
若年性認知症支援コーディ

ネーター
高齢者福祉課 認知症対策推進班

　若年性認知症支援コーディネーターが医療・福祉・介護・就労

の関係機関と連携し、若年性認知症の人やその家族、企業等

の相談に的確に応じ、就労継続の支援も含め、生活全般をサ

ポートします。

相談件数 297件 650件 650件 650件 650件 7,338

専用相談窓口に専任

のコーディネーターを

2名配置し、電話、面

接、訪問での相談に

応じる。コーディネー

ターが中心となり、

若年性認知症の人が

定期的に集まる場所

の提供をし、社会参

加が促進されるよう

に支援を行う。

7,357 519件
電話175件、

面接・訪問等344件
C

若年性認知症専

用相談窓口の周

知不足
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